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大学教育再生加速プログラム（AP）
Acceleration Program for University Education Rebuilding : AP 事業期間：2016年度～2019年度

【取組の概要】

【取組のポイント】

テーマⅤ 「卒業時における質保証の取組の強化」

【キーワード】

東海大学短期大学部

専門職養成における卒業時の質保証の取組の強化

本取組では、社会的通用性のある専門職人材育成を行うことを目的とし、以下のプログラムを実施する。①教育形態に応じて「学習成果」修

得の到達段階が測定可能な成績評価方法の導入、教員が「学習成果」を客観的に把握し、個々の授業内容をそれに応じて自己修正できる仕

組みの導入を通して、ディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーの関係強化を図る。これを受け、②高い学修効果を持つ、現場体験プログラム

を積極的に教育課程に組み込むとともに、「面談カウンセリング」の実施を通して、専門職への意欲向上、理解促進を図る。③これら学生の学び

を外部に示すため、「ディプロマ・サプリメント」を策定する。④これらの改善を受け、アドミッション・ポリシーを見直し、専門職域に対する理解促進

を図る。⑤以上のプログラムに対して、外部人材による適切なアセスメントを実施し、３つのポリシーに基づく一貫した教育課程の構築を目指す。

➢ 「学習成果」の観点別成績評価方法の導入

➢ 現場体験プログラムの実施

➢ 「面談カウンセリング」による学生支援の実施

➢ 「ディプロマ・サプリメント」の活用

➢ 既卒者訪問プログラムの実施

➢ 高校生の保育体験プログラムの実施

【人材育成目標】

本取組では、専門職域へのアンケート（700件程度）を踏まえて設定

された下記の「学習成果」を、人材育成目標としている。

【教育上の課題】

保育者の新卒就職者の離職率は極めて高く、２年以内に半数以上

が離職すると言われている。その理由は様々挙げられるものの、養成

段階での資質能力形成にも課題があると言わざるを得ない。本学で

は、早期離職率は低いものの（１年以内離職率３％程度）、在学時の

学業成績優秀者が卒業後専門職として通用しない事案や、退学率

の増加（８％）、 専門職就職率の低減（92％）など、専門職への理解

と目的形成が十分できていないことが明らかとなっており、適切な資

質能力形成に向けて、「学習成果」の可視化とそれに基づいた資質

能力を伸長させていく仕組みの導入が不可欠となっている。

【これまでの取組、実績・成果】

＜取組＞

「学習成果」の観点で、シラバス、授業、成績評価、現場体験プロ

グラム、e-ポートフォリオまで、一貫したシステム構築を行い、学生の

資質能力形成が常に把握できるようにしている。「学習成果」と紐づけ

られた成績評価結果は、定期的な「面談カウンセリング」による教員の

指導により、修得された「学習成果」の把握、目標の見直しに活用さ

れるとともに、 教員の授業の振返りにも活用される。これらのデータは、

e-ポートフォリオに集約され、「ディプロマ・サプリメント」として出力され

ることで、卒業時の資質能力を可視化することが可能となっている。

○事例１

「面談カウンセリング」

e-ポートフォリオを活用した「学習成果」観点別の成績評価結果を

踏まえた、個々の学生に対する「面談カウンセリング」の実施を通して、

学期毎の「学習成果」の修得状況（自己評価）を精緻に把握できるよ

うになるとともに、それらの状況は、教職員間で情報共有されることで、

個別的かつ継続的な支援ができるようになっている。

【今後の取組の計画】

＜取組の計画＞

システム全体の稼働により、学生全体、学生個々の「学習成果」修

得状況が時系列（学期毎）で把握できるようになった。そのため、「面

談カウンセリング」の際にはそれに基づいた、履修指導、進路指導を

行うことができ、その記録もe-ポートフォリオに集積されるようになった。

今後、教員間での情報共有を一層進めていく予定である。また、本学

のカリキュラム全体における「学習成果」のバランスも可視化され、カ

リキュラムマネジメントが可能になったことから、「学習成果」をより適

切に身に付けられるよう、授業内容の見直しを行っていく。

これまでの分析で、「学習成果」の観点別成績評価（客観評価）と

「面談カウンセリング」を踏まえた、学生による「学習成果」修得状況

（学生の自己評価）とは、ほぼ同傾向を示しており、それぞれ補完的

に活用できることが分かった。「ディプロマ・サプリメント」の設計に関し

ては、その点に留意し、それらを可視的に捉えられるようした。今後、

学生指導および、就職先と連携した「養成－育成モデル」構築の基

礎的ツールとして有効に活用する予定である。

＜実績・成果＞

• 「学習成果」の観点別成績評価により学生の資質能力が適切

に捉えられるようになった。

• 「学習成果」に応じた授業改善の仕組みが整った。

• 現場体験プログラムの実施により資質能力形成が促進された。

• 学生の「学習成果」の修得状況を、「ディプロマ・サプリメント」と

して発行することが可能になった。

• 保育体験プログラムにより高校生の専門職理解が進んだ。

• 既卒者訪問プログラムにより、「学習成果」修得状況アセスメン

トができた。（2017年就職者93名中の82名〈88.2％〉実施）

「専門職養成」、「観点別成績評価」、「面談カウンセリング」 「あかちゃんひろば（現場体験プログラム） 」 「保育体験プログラム」
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□学習成果 
育成される力 達成目標 

人 

間

性 

①自己理解 自分の性格や行動の特徴を理解することができる 

②向上心 前向きに、自分のやるべきことの方向・目標を設定できる。 

 

社 

会 

性 

③表現力 自分の気持ち（感じたこと・考えたこと）を的確に把握し表現することができる。 

④人間関係力 他者の気持ちを理解しながら、積極的に他者と関わり、協働的に活動をすること

ができる。 

⑤常識・教養 社会や文化、自然に対して積極的な関心を持ち、考えを深めることができる。 

 

 

専

門

性 

⑥使命感 教育・保育に対する熱意を持ち、教員・保育者の役割を理解し、そのために必要

となる姿勢・態度を持つことができる。 

⑦子ども理解 子どもの心身の成長・発達に関する知識を基に、多様な子どもを理解し、その内

面を汲みとることができる。 

⑧教育・保育 

構想力 

教育・保育内容を理解し、具体的な教育保育構想・計画を立てられるとともに、

実践後は、それを振り返り、反省評価することができる。 

⑨教育・保育 

実践力 

子ども及び保護者と適切に関わるために必要な知識・技能を修得し、それを実践

することができる。 
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ポンチ絵

目標値（表を作成）

【本取組における成果と社会へのインパクト】

 「学習成果」修得状況を着実に反映する成績評価システム

 学生の「学習成果」習得を支援する「面談カウンセリング」

 「ディプロマ・サプリメント」の活用を通して、大学と就職先とによ

る既卒者連携支援の仕組みの普及が期待される。

【本取組の質を保証する仕組み】

本取組の成果は、「ディプロマ・サプリメント」（右図）に集約される。

以下のように活用することで、本取組の質保証を推進する。

① 「面談カウンセリング」の際の学生の自己評価の根拠資料として活

用し、当該学生の資質能力形成の特徴（得意、不得意、バラン

ス）を学生と共有しながら適切な学修指導、支援を行う。

② 専門職への就職支援、就職先とのマッチングや「推薦書」「人物

調書」作成の根拠資料として活用する。

③ 卒業後（専門職採用後）の育成支援のための基礎資料として、就

職先での活用を推奨する。ただし、本人及び就職先との合意を前

提とする。なお、就職後の育成資料としての活用については、外

部評価委員（保育園長）からの要望がなされた。

具体的な実施計画における指標
2016年度
（起点）

2017年度
（実績）

2019年度
（目標）

ⅰ学生の成績評価［GPA平
均］

２．７０ ２．７３ ２．９０

ⅱ学生の授業外学修時間[時
間数（１週間当たり）]

１６ １７．３ １６

ⅲ進路決定の割合［％］ ９６．３ １００ １００

ⅳ事業計画に参画する教員の
割合［％］

５０ １００ １００

ⅴ質保証に関するFD・SDの参
加率［％］

１００ １００ １００

具体的な実施計画における指標
2016年度
（起点）

2017年度
（実績）

2019年度
（目標）

ⅵ卒業生追跡調査の実施率
［％］

８４．６ ８８．２ １００

ⅶ「大学教育に満足している」
学生の割合［全学％］

８０．０ ９１．１ ９０．０

ⅷ学修ポートフォリオの利用率
［全学％］

５０．０ １００ １００

ⅸ学修到達度調査の実施率
［％］

１００ １００ １００
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実践活動Ⅰ 実践活動Ⅱ 実践活動Ⅲ
☑ 学習成果 面談評価 ☑ 学習成果 面談評価 ☑ 学習成果 面談評価 ☑ 学習成果 面談評価 自己評価 自己評価 自己評価

①自己理解 2 3 5        3.0 6
②向上心 1 3 ★        2.8 5        3.4 6
③表現力 2 3        3.4 5        3.5 6
④人間関係力 2 3        3.2 4        3.2 5 ◎
⑤常識・教養 1 2        3.0 4 ★        3.0 6
⑥使命感 1 3        3.5 4 ★        3.3 6
⑦子ども理解 1 2        2.6 4        3.0 5 ◎ ◎
⑧教育・保育構想力 1 3        2.8 4        2.7 5 ◎
⑨教育・保育実践力 1 2 ★        2.8 5        3.5 6 ◎ ◎

学習成果値：当該学生が履修した科目の観点別評価（１～４）の平均値です。
面談評価　：大学が設定する９つの学習成果の習得に向けて、各学期ごとに「自己目標」を定め、学習活動を行います。

学期終了後、教員との面談を通して確定した「面談評価」（１～６）が示されます。★は、各学期ごとに当該学生が設定した「身に付けたい力」です。
実践活動  ： 学習成果の習得に向けて、授業外に大学独自で設定している実践活動です。◎は、この実践活動を通して当該学生が自覚した「強味」です。

■実践活動詳細

活動種別
回数
時期

■総評

担当教員：■■■■■■

発行日：2018年03月03日
東海大学短期大学部
学科主任(児童教育学科)：山本 康治○○○○〇

この２年間で大きく成長しています。「向上心」の伸びは、保育教育という自らの目標・進路にも向けては強い「使命感」として現れています。「子ども理解」や「教育保育構想
力」は少し低く、「対象（子ども）をじっくり捉えて保育を考えて組み立てる」という内的（受信的）なことは課題ですが、「表現力」と「教育保育実践力」はとても高く、教育保
育現場における発信力は十分身に付いています。

保育特化プログラム キャリアインターンシップ幼稚園 キャリアインターンシップこども園
６ ６ 8

2年前期 2年前期 2年後期

実践活動Ⅲ

該当学科に係る免許・資格
幼稚園教諭免許（二種）見込
小学枚教諭免許（二種）見込
保育士資格見込

その他免許・資格等

学習成果
2016年度・前期 2016年度・後期 2017年度・前期 2017年度・後期

人間性

社会性

専門性

実践活動Ⅰ 実践活動Ⅱ

東海大学短期大学部　ディプロマサプリメント　　　　　　【例】
学科 児童教育学科 氏名 　①東海　花子学籍暗号 16CE00XX

0.0  

1.0  

2.0  

3.0  

4.0  

5.0  

6.0  
①自己理解 

②向上心 

③表現力 

④人間関係力 

⑤常識・教養 ⑥使命感 

⑦子ども理解 

⑧教育・保育構想力 

⑨教育・保育実践力 

一年前期 一年後期 二年前期 二年後期 学科平均 

0.0  

1.0  

2.0  

3.0  

4.0  
①自己理解 

②向上心 

③表現力 

④人間関係力 

⑤常識・教養 ⑥使命感 

⑦子ども理解 

⑧教育・保育構想

力 

⑨教育・保育実践

力 

観点別学修成果値 学科平均 

面談評価 
学習成果値 
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